











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年次 闘撒 搬撒 麟鵬嵐 勲闘ノ懸 闘撒 醸艦 鵬搬鋤鰍 翻麟ノ麟
1978 13，100 ll，939 747 4！4 2，949 2，853 鋼、 52
1979 12，893 ！1，z99 1，137 457 3，123 2，98！ 83 59
．・・●，o■賢●●の ●・oggo9・．ooo●●■・の。■．囎●・o・oo・・，，9，0●■o，，●，o・o●●・oo●●■oo●■●o●P●，，●●●●●●●噛● 噸oo●，●■●●o齢●■o■，●o■●r冒。■●o隔●o■●●，oo●畢●o●■，●●9，■，願聯oooロ・，●o，■9■卿囎●，顧柵。・庸●
丑980 ll，256 8，偲！ 2，38魂 431 2，228 ！，7go 374 64
・●●o・●働ooo 9駒。●ゆooo・・6・．■，●■，o顧，o■oo・●o齢・●鳴●●●■●●oo畢。，電■・●卿璽●o●■■●口髄●●●●●騨■■●●●o●9■ ●●o●■●，o●9●●，oo伽。●●o●駒■●薗夢側，●，．，・oo，●●■Oo●■●騨●●o■●●帥。・・o●一●o●Oo■●零●●…●
1981 15，631 6，722 8，567 342 2，962 1，8丑2 1，099 51
1982 15，η6 6，388 8，997 391 3，！72 1，679 1，435 58
1983 16，068 7，159 8，501 ⑳8 2，962 i，60！ 1，313 岨8
1984 14，2◎7 4，747 9，156 3樋 3，25z 1，328 1，888 36
1985 13，292 3，盟5 9，469 578 2，796 7z8 2費◎29 39
1986 11，936 2，120 9，222 594 2，876 58！ 2，256 39







年次 漁業生産量 漁具統数 一廠当趨壁量
（トン） （統） （トン）
1975 122，212 15，542 7．9
1976 87，970 1隻，808 7．5
1977 92，157 14，305 6．4
！978 94，6！3 15，！32 6．3
玉979 ！04，872 14，026 7．5
・　・　伽　．　塵　一　幽　●　・　・　一 冒　o　耳　璽　，　■　”　一　一　一　一　一　一　一　一　印　一　ロ　一　冒　瞬　一　甲　一　，　o　口 椰　噌　一　陶　馴　胃　“　一　〇　噛　o　o　一　一　一　一　■　■　一　甲　一　● 一　昌一　■　一●　一　ロ　一　一　印■　一鯛　●　●　一　一　冒　瞳‘　冒●●　鞠●　一
1980 117，315 ！4，269 8．2
圃　璽　．　昌　一　，　印　層　一　駅　・ ■　一　冒　一　・　騨　■　一　甲　賢　一　，　一　口　■　ロ　一　量　口　o　曜　，　■　鱒　■　卿　噂 聯　駒　隅　印　騎　願　縣　一　●　，　，　腎　騨　，　■　一　一　〇　一　，　噂　騨　， “　“　．　圃　聯　o　願　，　帰　嗣　脚　o　“　卿　o　－　o　■　一　，　卿　旧　隔　顧　願　甲
！98！ ！24，949 12，962 9．6
1982 131，209 ！3，！33 1◎．o
1983 132，552 13，571 9．8
1984 142，581 15，034 9．5
1985 142，026 13，878 ！0．2
！986 ！52，782 14，617 10．5































































































長さ（朧） 農．5 6．o 6．0 覆．5 4．5
齢い長（c麗蓑） 38 34 30 14 14







A B C D 鱈 F
素　材 籾エ知ン ナ細ン ナ撫ン ナ撫ン 剃ブ麗レン ナ細ン
太．さ 且。5匿i欄 2蓋Od／6 210d／6 210d／鼠2 一 2且Od／丑5
昌合畏 400匪且醗 25鞭 191灘 19翻毘 5羅 丑9閥




















































































































































































































































































































































































































































































































































































動力機管理係 ！人 動力機の取り扱い、保守、管理。 2代















関連項目 バヤン・カブル バヤン・ゴンドロン バヤン・ジュルン










対象魚種 主鉱》夢。 叢叢ア藁 シラス
漁　　期 癬こ叢叢⑱一難） 霊噸『脚噸） 盆晦羅轡⑳
漁　　法 灘翻鱗鰭 ・灘懸鰯集鰻 シラス焦群を探索





































































































































































































A B C D E F G H　　　I J
魚捕り　（袋網） 身網　（袋網） 袖　網
部分名称
妙トン リンジャリン ゴン櫓ン ペレス パェアン 鋤一ル ソコアン
材　　質 合繊 ナ細ン ポリエチレン 合繊
網糸寸法 一 21⑪d／21 380d／6 380d／12 2羅軽
目合（爵鞭） 5 25 19 25 38 lo2 203　25魂 559
網長（膿） 15 ⑪．15 i8 ！9 135




















































































































































































































































































































































































合計 バヤン 流し網 敷網 手釣り 延縄 その他
漁具数
i統数）
1，◎62 169 123 19！ 508 35 36
生産量
iトン）






















































































































































































A 瞳 C D
















目合い長 39Clll 32㈱ 30㈱ 28Cl龍 24Clll 22Cl髄 18Cl罷 15Cl醐→2耀
謎騰室数 6 45 180 180 180 45 妬 45 墨5 480
深さ胴目数 26 175 25⑪ 275 300 625 71瑠 75◎ 750 go⑪
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A Pall聡le 35 鐙 4
B llela．1曇el．綾 ．15 18 3．5
C Ke且瞼豆ci匿lcll亘 ！5 20 3．5
D K組tia ！5 zo 3．5
E 瀬aしa　ka騨包五i耳lya 5 丑9 2．5
F 1）a甚）eta§且8　しll聡1塾 5 7 2．5
G 夏）畿peしa置§9　P邑畳。　亘踵po龍9 40 1 3
H 麗ξ比a纐覧1施し豊豊塾8綾t畿s 魏 1 2．5
i ’1●adξ且 囎 馬 2
」 凹aしaarl隅eしi蓋且g　bawal皇 ⑳ 6 1．5
K 凹a搬kO酬 4〔1 1 o．9
L 晦臓P邑且a胞 魂。 1 丑．5




























































































記号 素材 網糸太さ 目合長
A ポリエチレン 380d／15 2．5C朧
B ナイロトン 210d／9 2。5C鵬
C ナイロン 2ユOd／6 2．5㈱
D ナイロン 210d／！2 2．5C鵬

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カツオ船歴 職歴 年齢 出身地
4年 漁夫 32 バチャン
4隼 荷投夫 20 バチャン
4年 薦役夫 29 パチャン
3年 荷役夫 35 テルナテ
4年． 大工 3盈 テルナテ
4年 潜水夫 3ゆ パチャン
盈年 農夫 20 不明
未経験 機械修理工 24 バチャン













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　’　　　～　　　　　　　　　、　　 　 　　 し　の　 　の 　　 　　ロヘ 　　 　 　 　　 　ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　＼　　　　連結ロープ　　’
　　　　　　　一　　 　　 　15（》～200置耳甚
、、＼　、
o
●
図＆8．マカッサル海峡のパカジャ
24窪
終　章　地縁技術の共有圏
はじめに
　漁業は対象資源を取りまく自然条件と労働生体や社会関係に応じて、さまざ
まな地域で異なる多くの形態（カツオー本釣り漁業やサワラ流し網漁業の類）
に分化している。同一・地域に複数の漁業が混在している場合も多い。それは、
漁民の文化や経済力による生産技術の違い、地域の水産物消費や購買力の違
い、同・海域でも複数の異なる対象資源が空間的時間的1こ重複して存在するこ
となどに起因する。それぞれの漁業は独自の技術体系に基づいた生産から流
通・消費にいたる様式を備え、特定の広がりを持っている。
　対象資源の持続性に支えられ、労働主体と生産物の社会関係を担い、地域自
立の観点から適：正孔を持つ技1桁を地縁技術ととらえ、インドネシアの海域で展
開するさまざまな漁業の特徴と変遷を分析してきた。その結果を踏まえ、地縁
技術となり得る漁業が共通の技術休系で運川される地域範囲を地縁技術共有圏
と呼ぶことにする。
　それを1枚のセロハン紙に例えれば、1つの地縁技術共有圏はある大きさ
（広がり）と色（内容）をもった！枚のセロハン紙であり、個々の地域は存在
する漁業の数だけ、さまざまな大きさと色を持ったセロハン紙が重なり合うた
め、その地域独自の色を持つにいたる。
　本章ではインドネシア海域世界に広がる地縁技術の共有圏を提示し、それら
をいくつかの指標を使って分析する。その指標とは、技術の蓄積形態を示す
「力能の延長」、　「手の延長」、　「大地の延長」という3指標に、場の性格を
決定する「資源の循環性」、　「生産技術の多様性」、　「地域社会との関係性」
という3指標を加えたものである。
　本章では、これらの指標を通して明らかにされる地縁技術共有圏の一般的特
性を探ることによって、風土と密着した漁業の地域性を形造る要素の抽出を図
りたい。
243
1．地縁技術共有圏の意義と方法
1）地縁技術共有圏の意義
　薮内芳彦は伝統的な漁法を指標に選び、それらがいかなる文化発展段階に発
生したかを推論しながら、地域間伝播に留意しつつその分布を追及し、漁ろう
文化圏の形成とその設定について言及したD。そこでは、個々の漁法の空三白勺
広がりと漁具漁法の技術的視点から、漁ろう文化圏形成の傾向と特色の把握に
力点が置かれた。
　本論で提示する地縁技術共有圏とは、個々の漁法分布のなかでも、それが同
じシステムで運川される地域範囲を指す。例えば、漬け木を川いるバヤン系漁
業の分布はスマトラからスラウェシまで広範囲に及ぶが、その申でもマドゥー
ラ海峡で漬け木を設置して操業するバヤン漁船の問に、漬け木に朧視人をつけ
一定の取り決めに基づいて他船による漬け木の利川を認める社会慣行がある。
　この空間領域は、漬け木漁場の秩序ある運用を可能にする「力能の延長」が
共有される地縁技術共有圏である。それは漬け木を利川するバヤン漁業の分布
圏のなかでも、共通の社会システムで技術が運川される地域範囲を示す。
　地縁技術共有圏は多くの場合、共通の資源を対象とする複数の地域共同体を
包含する2）。行為の阯界の地域単位だから、技術の蓄積や行為というインプッ
トが引き起こす変化を把握しやすい。
　西村朝H太郎は生物分布ヒの境界線であるウォーレス線が、地質学的境界線
にもなることに着日し、インドネシアにおける漁ろう文化の特質を、西方の潟
文化と東方の礁文化に大別できると考えた。潟文化域において、沖合い数マイ
ルに広がる泥質干潟は潟板に代表される漁ろう技術体系をもたらし、その技術
体系を基盤とする漁ろう文化が形成された。東方の漁ろうは石干見に代表され
る礁漁ろうに類別でき、西方の潟文化に対して礁文化と位遣付けた3）。
　矢野敬生は潟文化に含まれる東部ジャワ地域の漁ろう活動を干潟漁ろうと沖
合い漁ろうの二類型に分け、前者の典型をトロス（樫木網）漁、後者をバヤン
漁として、東部ジャワにおける漁ろう活動の亜類型化を試みたの。
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　これらの議論が、文化的に規定された組織や構造を持つ人問が水界という白
然に働きかける自然発生的な「漁ろう」を対象としているのに対し、本論で
は、人間集団の自然に対する働きかけがより明確な目的と手段を持つ職業とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ての漁ろう、すなわち「漁業」を対象としている5）。このため、ここで扱う人
間集団の活動は白然生態的な要因ばかりでなく、社会経済的な環境に強く影響
される。つまり、漁業文化圏の設定では地質学的要素など自然条件ばかりでな
く、社会経済的な要素も加味する必要がある。
　地縁技術共有圏はそのような漁業文化圏を構成する地域単位となる。存在す
る漁業の数だけ地縁技術共有圏が重なり合い、個々の地域の独自性が明らかに
なることによって、漁業文化圏の類型化が意味を持つようになる。
　地縁技術共有圏の内容を示す指標として、技術の蓄積形態である「力能の延
長」、　「大地の延長」、　「手の延長」と、地縁技術共有圏という場の性格を規
定する「生産技術の多様性」、　「地域社会との関係性」、　「資源の循環性」と
いう6指標を設定する。
　「力能の延長」とはカン、熟練、経験など個人に内在する技術・技能と、協
業や分業など組織に内在する技術を意味する。「大地の延長」は地域の自然環
境に働きかけて社会生活に役立つように工夫することを、「手の延長」は漁船
や漁具など生産手段の発展過程を示している。この3指標により対象とする技
術の内容を把握することができる。
　場の性格を示す3指標は、前章までの事例研究から帰納的に選択した。　「生
産技術の多様性」は当該地域の住民が持つ価値観の多様性を示す指標である。
「地域社会との関係性」は技術の内発性や地縁i睦セを示す指標となり、「資源の
循環性」は自然に働きかける漁業が持続するための前提条件となる。ここで
は、前者を技術蓄積の3指標、後者を場の3指標と呼ぶことにする。
　技術蓄積の3指標と場の3指標は互いに棚掲関係を持つ。地域の資源や海域
特性を受動的に受け入れる立場から、漁場に積極的に労働を投下して生産性を
高める過程が「大地の延長」だから、この蓄積形態の目標は対象資源の循環性
2藩
を高めることにほかならない。ただし、その蓄積が漁獲や集魚のみに留まる限
り、資源の循環性に負の影響を及ぼすことも考えられる。
　「力能の延長」は個入や組織に内在するから、内発牲や地縁性の高い蓄積形
態である。インドネシアの海域社会において、在来漁業を母体とする地縁技術
の担い手は地域共同体やエスニックグループだから、　「力能の延長」は個人の
内部や地域共同体、あるいはエスニックグループに蓄積されるはずである。と
ころが人々の移動による技術の伝播、外部からの技術や資本の導入などから必
ずしもそうではない。技術の地縁性や内発性の指標となる「地域社会との関係
性」は「賢能の延長」の質を示す指標になる。
　漁船や漁具など生産手段の発展過程である「手の延長」を進めるには資本の
投人が不可欠であり、投人資本を回収する必要から生産効率の向上が求められ
る。経済的に非効率な生産技術や市場は切り捨てられ、経済効率の高い生産技
術や市場へ収束する。このため、「手の延長」が進むと多様な価値観を背景と
する「生産技術の多智性」が低下する傾向にある。
　さらに、　「手の延長」による漁船の大型化は漁場の沖合化を要し、漁業専業
化に向かう。増大する生産量は地域の需要を超え、域外市場へ向かうようにな
る。この結果、生産物の交換や生業における農と漁の補完関係は希薄となり、
「地域社会との関係性」に影響を与える。
2）地縁技術共有圏の分析手法
　上述の6指標に座標軸を与え、それぞれの座標を5段階に区切る。各指標に
は、地縁技術共有圏の内容に応じた座標軸上の位遣が与えられる。技術蓄積の
3指標は技術の蓄積過程が進むほど、中心点から遠くなる座標軸上の一点を占
める。同様に、場の3指標は「生産技術の多様性」や「地域社会との関係性」
や「対象資源の循環性」が強くみられるほど、中心点から遠くなる。
　これらの区点を結び合わせたものが、それぞれの地縁技術共有圏の内容と特
徴を表わす。つまり、各点を結び合わせた図形の面積が広いほど技術の蓄積が
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進み、地縁技術の場が充実していることを示す。
　各指標の座標軸．iの位置を決めるのは、指標別に示された5つの現象や要素
の数である。その内容を表9－しに示す。これらの事項は、これまでの事例研究
からインドネシアにおける漁業の実態に則した要素や現象を選択的に抽出した
ものである。
　「大地の延長」に漁獲施設の設置を含めることに異論があるかもしれない。
「大地の延長」は長い年月をかけて土地改良や品種改良を行なうような技術の
展開を指す。漁業でいえば、資源の増殖を図る種lll濁流や稚仔魚の育成を目1杓
とする岬町づくり、あるいは漁場造成を目的とする人工魚礁の投入が典型的な
形である。
　インドネシアでは人工魚礁に準ずるものに漬け木があり、これを「大地の延
長」とみなすことに異論はないだろう。漬け木は漁場に労働を投入して魚群が
集まる核を提供する。漬け木の付近は魚群が集まり、あたかも海の生産性が高
くなったようにみえる。熱帯海域の自然条件に適合した地縁性の高い技術であ
る。
　それでは、固定式バガンのやぐらは「大地の延長」といえないか。固定式バ
ガンは後背地の農村へ水産食料を安定的に供給するため、大地から海へ延長し
た生産の場と考えられる。海上の一点にやぐらを建設することで海の一部を大
地に変え、海況による操業条件の不安定性を克服した。
　漬け木が集魚装置でありバガンが漁獲装置であるとはいえ、双方とも、あた
かも海の生産性が高くなったように現われる技術の展開である。以上の考察か
ら、本論では海に固定的に（または、半固定的に）設置される定置漁具の類も
「大地の延長」ととらえることにする。
　地縁技術が地域の特性にあった適正技術であると同時に、地域経済の自立に
とって適正性を持つという観【焦からすれば、生産手段の所有関係についての視
点を含まねばならない。この点について、　「地域社会との関係性」のなかで投
下資本の地域性や地域内資金循環を活性化させる機能といった事項を含むとは
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いえ、卜分ではない。これは、漁民と流通加工資本との関係が地域によりさま
ざなため、生産手段の所有関係について、すべての地域と時代を同列に比較で
きないためである。それぞれの地域と時代の社会経済的な背景を分析して比較
検討する必要があり、今後の課題としたい。
　「対象資源の循環性」は、本来、資源解析による資源動向の把握を含むべき
だが、資源解析の困難な浮魚資源が多くを占めることや資源調査の不備な現状
から、ここでは対象資源に影響を及ぼす要素の抽出にとどまっている。
　同一基準の指標を全ての地縁技術共有圏に適用することで、その特性や一般
性を探ることが可能である。また、あるll寺期の地縁技術共有i巻1とその後の変化
を比較すれば、その間の現象や要素が果たした意味を検討できる。
　インドネシアの海域世界には地縁技術共有圏という色と大きさを持ったセロ
ハン紙がさまざまに重なり合い、特定地域はその重なり具合によって独自の色
を持って存在している。そのセロハン紙の1枚1枚を分析することによって、
多様な漁業文化を背景とする地域の実相に迫ることができる。
2。地縁技術共有圏の設定
1）バヤン漁業地縁技術共有圏
　インドネシアにおいてバヤン系漁業の分布は広く、スマトラからジャワ、ヌ
サトゥンガラ、スラウェシに及ぶ。これらの分布圏は、共通の資源を対象とし
てバヤン漁業が同じシステムで運用される地縁技術共有圏に細分することがで
きる（図9－1）。
　漬け木漁法を併用するバヤン漁業分布圏のなかでは、マドゥーラ北岸一バ
ウェアン島・バヤン漁業圏とマドゥーラ海峡・バヤン漁業圏を設定することが
できる。これらの主たる活動主体は、ともにマドゥーラ人である。
　前者は1900年以降、バウェアン島が水揚げと釣忍「二の一大中心地となった。こ
れはバウェアン島が漬け木の設置漁場に近く、帆船が水揚げ地と漁場の問を毎
日往復できる地理的有利性に起因した。バウェァン島に水揚げする漁船の多く
滋＆
は、漁期の問だけバウェアン島にやってくるマドゥーラ島北岸やジャワ島東部
の船だった。漬け木の設催という「大地の延長」を重視した生産力展開が進ん
だ時代だった。
　唾920年代に漁獲に集中する漁船と漁獲物を洋上で買い付けマドゥーラ島北岸
の水揚げ地へ運ぶ運搬船との分業が始まった。この分業体制は漁獲の効率化と
漁獲物流通の円滑化をもたらした。
　マドゥーラ北岸一バウェアン島・バヤン漁業圏の変遷を図g－2に示す。漁獲
に集中する漁船と漁獲物を水揚げ地へ運ぶ運搬船の分業は「力能の延長」を意
味する。漁船は水揚げ地と漬け木漁場の往復ロスを減らし漁獲に専念できたか
ら、漁獲努力量が増し対象資源の循：環性に負の影響を与えた。反面、漁船の出
身地であり、市場に近いマドゥーラ島の水揚げと加工が活性化したから、「地
域社会との関係性」を強めた。
　マドゥーラ北岸・バウェアン島のバヤン漁業が、東西に回遊する浮魚の大海
道に形成された技術共有圏なのに比し、マドゥーラ海峡のバヤン漁業は、その
大海道から回遊魚群をいかにマドゥーラ海峡へ誘導するかを漬け木漁法の工夫
で追及した地域である。シトゥボンド県では漬け木に監視人をつけ、一定の取
り決めに基づいて、他船による漬け木の利用を認める社会慣行がある。この地
域は漬け木漁場の秩序ある運用を可能にする「力能の延長」を共有する地縁技
術共有圏である。
　当地域のバヤン漁業は帆走船と天然繊維のバヤン・カブル時代（1970年代ま
で）、漁船の動力化と合成資材への転換が進んだバヤン・ゴンドロン時代
q980年代）、輸出志ifll型漁業へ変質したバヤン・ジュルン時代（1990年
代）へと変遷iした。これを示したものが図9－3である。
　バヤン・カブルからバヤン・ゴンドロンへの移行は、「手の延長」が進み漁
獲圧力が強まるため、　「対象資源の循環性」に負の影響を与えたが、　「生産技
術の多様性」や「地域社会との関係性」に顕著な変化はなかった。ところが、
外部資本の参入で輸出志向型漁業に変質したバヤン・ジュルン時代は、「力能
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の延長」と「大地の延長」の低下をもたらし、「生産技術の多様性」と「地域
社会との関係性」を弱め、地縁技術の場を圧迫する結果をもたらした。
　プラブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏は漬け木を川いず、湾内に来遊するカツ
オ魚群を「力能の延長」で漁獲する地域である。遊泳力に優れたカツオ魚群を
漁獲するため、沈降速度と揚網速度を重視した漁具設計を行ない、自ら手編み
作業で製作した網具を組織化された船上労働を駆使して操作する。
　当地のバヤン漁業は、より多くの住民が仕事を分け合う相互扶助的色彩が強
い。漁民達は自然のサイクルに応じた農と漁の兼業パターンを警み立て、地域
の多様な経済活動の一一つとしてバヤン漁業を位下付けている。蓄積された技術
は過去20年間変化なく、　「生産技術の多様性」や「地域社会との関係性」に顕
著な変化はみられない。ところが、バヤン漁業と同…の対象資源を漁獲する流
し網漁業が近年、　「手の延長」に支えられた専業形態で漁獲圧力を強め、　「対
象資源の循環性」に負の影響を与えつつある（図9－4）。
　これは外部要因によって地縁技術の場が圧迫される一例である。今後、プラ
ブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏の維持を図るには、海の生産性を高める「大地
の延長」と地域単位で共通の漁場や資源を共同管∫li！していく「力能の延長」が
求められる。
　上述した3つの地縁技術共有圏以外に、生産手段の近代化とともにランパラ
が浸透しバヤン・ランパラへと変容したジャワ島西部北岸地域や、ブギス人、
マカッサル人、マンダール人によってジャラ・ロンポが用いられる南スラウェ
シ半島、あるいはブトン人がパジャラ操業を行なうスラウェシ東部から東ヌサ
トゥンガラの地域、地曳網からバヤン化の傾向にあるソマ・タガホが分布する
スラウェシ北部地域などに、地縁技術共有圏を設定できる可能性がある。
2）張網類漁業地縁技術共有圏
　張網類漁業の成立は海域特性に大きく依存する。この漁業がマラッカ海峡で
成立したのは、潮せきの干満差が大きく潮流が速い．上に、浅海の島しょ域が複
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雑な地形を形成する海域環境に起因している。しかし、成立後の展開は地域の
社会関係によって異なるものとなった。その対照をバガンシァピァピ周辺域と
ベンカリス島周辺域にみることができる。
　福建省出身の華人移民がバガンシァピァピに着いたとき、少数のマレー系漁
民がジェルマルと呼ばれる張網漁業を営んでいた。華人達はそれを学び、19世
紀後半には周辺海域をジェルマルで埋め尽くした。地域内に入口密集地はな
かったから、当地の張網漁業は成立当初から、ジャワやシンガポールなど域外
の消費市場への供給を企図した。
　その後、ジェルマルはブブ・ティアンという簡易式の張網漁業に転換した。
ジェルマル漁場の浅海化により漁場の移動が必要になったこと、生産最を維持
するために漁獲努力量の増加が必要になったこと、漁船の動力化によって漁獲
の場と加工兼生活の場との切り離しが可能になったことがその理山である。
　ジェルマル時代の1930年前後とブブ・ティアンに転換した1970年以降を比
較したものが図g－5である。ジェルマル時代、技術の蓄積は個人に内在する
「力能の延長」と沿岸の浅海域にやぐらを建てる「大地の延長」に支えられて
いた。労働者や生産物の交換は遠く離れたジャワ島との間に形成されたから、
「地域社会との関係性」は地元に住む華人漁業家の資本蓄積や資金循環に限ら
れた。
　ブブ・ティアンへの転換は、合成資材への転換や漁船の動力化という「手の
延長」を背景に、漁獲作業と加工作業の分業という「智能の延長」を進めた。
動力漁船による機動力を利用した赤貝漁など他の漁業との併用がみられるか
ら、「手の延長」は「生産技術の多様性」をもたらしたと言える。しかし、漁
場の選択性がない張網漁業を年々増やし続けた結果の生産性低下のつけを「生
産技術の多様性」で支払っていると言えなくもない。
　ベンカリス島尉辺島しょ域のマラッカ海峡側では、華人によるゴンバン漁業
が輸（移）出専業で行なわれている。一方、島しょ域の水道内部では、ムラユに
よるアンバイやプングリーといった伝統的張網漁業が地域内の供給を目的とし
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て、ゴムやサゴなど農園業とともに村の生業に組み込まれている。
　近年、政府の零細漁民振興策として、島しょ域水道内部に生産性の高いゴン
バンが導入され始めた。ゴンバン漁で増産された水産物は域内の消費需要を超
え、域外の消費市場へ向かうようになった。こうして、漁業の商品生産化が島
しょ域水道内部に浸透した。
　島しょ域水道内部のアンバイやプングリーからゴンバンへの移行をとらえ、
ベンカリス島周辺域・張網類漁業圏の変化を図g－6に示す。アンバイやプング
リーの技術は、海域特性を把握し、それに応じた漁具を身近な素材を使って製
作するような個人に内在する「力能の延長」と、浅海域に漁獲施設を設置する
「大地の延長」に負っていた。大地と海の生業が結び付いた「生産技術の多様
性」があり、村人による村人のための生産が行なわれたから「地域社会との関
係性」が深かった。
　ゴンバンへの移行は「手の延長！、　「力能の延長」、　「大地の延長」それぞ
れの蓄積をもたらした。漁具の天然素材から合成資材への転換、漁獲と製晶加
工（シラスモし製品など）と域外市場への運搬などの分業、より沖合い水域へ
の漁獲施設の移動をともなったからである。
　政府主導で進められたゴンバンの導入は商品生産への移行を急灘に進め、生
産物の域外市場への流出とゴンバンの専業化を早めたため、「生産技術の多様
性」や「地域社会との関係性」を低下させる結果をもたらした。政府主導によ
る外からの導入ではなく、より内発的な形でゴンバンの導入が行なわれれば、
地域の現実により溶け込む形での展開が進むことだろう。
3）バガン漁業地縁技術共有圏
　バガン漁業は南スラウェシのブギス人が大地と海の共生関係のなかで始め、
彼等の移動によってインドネシア全域に伝播した。水産食料を日常的に獲得す
るため海に伸びた「大地の延長」としての固定式バガンは、その後、生産性の
向上を目指して移動式バガンへと展開した。移動式バガンはモンスーンに応じ
慧認
て半島の東西を移動し各地に大地と海の共生空間を作るから、南スラウェシ半
島を一一つの地縁技術共有圏とすることが至：当だろう。
　固定式バガンから移動式バガンへの変遷iは沿岸浅海域から沖合い海域への漁
場拡大という「大地の延長」を進めるとともに、大型化による集団労働の必要
性は「力能の延長」を進めた。その背景には、水揚げ地と遠隔漁場との往復を
連U可能にする運搬船の動力化と、大型化に見合った集魚効果を確保する集魚
灯の篭化という「手の延長」がある。漁場の選択匪拡大から「対象資源の循環
性」に対する負の影響を軽減し、集団労働の必要性は新たな労働機会を生み
「地域社会との関係牲」を強めた（図g－7）。
　南スラウェシ半島の多様な生産技術の！つとして生まれたバガン漁業は、ブ
ギス人の移動によって周辺地域へ伝播した。異なる地域社会や自然環境と出会
い、新たな共生パターンが作り出された。
　コモド島周辺海域のバガン漁業は固定式から移動式へと移行した。ところ
が、この水域は海流が強く流向が頻繁に変化するため、バガンは規模の拡大よ
り機動性を重視して展開した。当海域のバガン船は中規模で、本体に動力機を
搭載し自走が可能である。地域の自然条件に適応した技術展開の一例である。
　コモド島周辺海域のバガン漁業を南スラウェシ半島の固定式バガンと比較す
ると、船上労働の組織化による「力能の延長」が延び、バガン船の動力化で
「手の延長」が延びた。生産手段は中規模なので集魚灯の電化には至っていな
い。また、バガン施設自体が動力船になったため、洋上施設から移動するため
の船という性格変化をともない、「大地の延長」は低下したと判断するべきだ
ろう。
　当海域で水揚げされた漁獲物は、近隣の消費地から遠隔の消費地へと供給さ
れる。集団労働の必要性は労働力を地域社会に求めるため、　「地域社会との関
係性」は強くなったと判断できる。一一方、機動性を高めた臼走式バガン船の誕
生は、同海域の固定式バガンや双胴式バガン船を過去のものとした感があり、
「生産技術の多様性」を低下させた。
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　バガン漁業が伝播したすべての地域で新たな共生パターンを作り出せたわけ
ではない。ジャカルタ湾では観光振興政策のために、固定式バガンの撤去が強
行され、マドゥーラ島では輸出志向型漁業への転換にともなって、固定式バガ
ンは姿を消した。
　これらの地域では、政治経済的な要因が漁業活動を抑制した。このほか、東
方海域へ伝播したバガン漁業が村の総有する海域に侵入し、地域社会の秩序を
破壊する場合がある。両者とも当該地域が求める社会関係を担う地縁技術とは
なり得ていない事例である。
4）カツオー本釣り漁業地縁技術共有圏
　インドネシアにおけるカツオ一本釣り漁業の分布は、スラウェシ島以東であ
る。なかでも、北スラウェシ州のマナド、マルク州のテルナテ、ティドレ、バ
チャンなどマルク海樹辺地域は、古くからカッオー本釣り漁業が盛んである。
ここでは、フナイと呼ばれる在来漁法とフハテと呼ばれる日本式漁法の2つが
併存した。
　カツオー本釣り漁業が形成され受け継がれてきた背景には、盈富なカツオ資
源に恵まれた自然環境と生産性重視の価値観にとらわれない柔軟な文化的環境
がある。その場をマルク海・カツオー本釣り漁業圏と設定すれば、マルク海を
同心円とするカツオ…本釣り漁業基地の集合体がそれに相当する。
　この地域では1987年以降、国営水産会社が資金を投入し、地元漁民の漁獲物
を買い付けて輸出するPIRシステムが始まった。このシステムは地元漁民の生
産力をモノカルチャー型に統合し、国際市場へつなげる機能を果たした。
　PIRシステムの導入による場の変化を示したものが図g－8である。技術の蓄積
は個人に内在する技能、船上労働の組織化、活餌を獲るバガン漁業との分業
（フハテの場合）など「力能の延長」と、合成資材の利用や漁船の動力化、散
水器の利用（フハテの場合）など「手の延長」に負っている。
　PIRシステムの導入は当海域に深海用漬け木の利用をもたらしたから、「大
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地の延長」を進めた。その一方、国営企業という外部資本の参入による輸出志
向型漁業への変質は「地域社会との関係性」を弱め、生産性信仰という新たで
強力な価値観が生まれたことから「生産技術の多様性」が低下した。この結
果、PIRシステムの導入は地縁技術の場を圧迫する結果をもたらした。
5）その他の地縁技術共有圏
　これまで述べてきた地縁技術共有圏のほかにも、近年生竣性の伸びカご著しい
巾着網漁業や流し網漁業、スラウェシ島やマルク州に分布するソマ・ギオブや
ガエなどリングネット漁業、さまざまな地域にさまざまな漁法がみられるかご
漁業などの分析が進めば、さまざまな地域範囲の設定が可能となるだろう。
　これらがいずれも一・つの漁業からみた地域範囲の設定なのに比し、バリ海
峡・サッパ漁業複合圏は、バリ海峡に多産するサッパ資源を核として、複数の
漁業とその生産物を利用するさまざまな加工業が一つの地域に集合し、サッパ
産業の複合体を形成している地域である。
　その地域範囲はバリ海峡の沿岸地域からなる。特に、東ジャワ州バニュワン
ギ県のムンチャールとバリ島側のプンガンブンガン（Pe聴ambenga1至）の2地域が
中心地である。バリ島の巾着網はムンチャールから導入されたものであり6）、
両地域は人や技術の交流も盛んである。サッパを獲る漁法は巾着網、・バヤン、
複数種類の刺網、バガンなどがある。生産物の加工利用には鮮魚、塩干魚、ピ
ンダン、魚醤、缶詰、魚粉などがある。
　バリ海峡の中心漁業である巾着網漁業の特徴を図9－9に示す。技術の蓄積
は、個人に内在する技能や船上労働の組織化、運搬船と網船の分業からなる
「力能の延長」と、漁具の合成資材への転換、漁船の動力化から高速化へ至る
「手の延長」に支えられている。
　⑲89年当時、ムンチャールやプンガンブンガンで環綱の巻上げに動力ロー
ラーは使川されていなかった。その後翌994年に東ジャワ州のプロボリンゴで、
筆者は動力ローラーの使川を確認している。おそらくムンチャールでも、1989
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年以降時を経ず、副漁具としてローラーの動力化が始まり「手の延長」が進ん
だと思われる。「大地の延長」は乏しく、固定式バガンが建つ程度である。
　生産物の流通、労働力の需給、投下資本や資金の循環など、いずれの要素も
「地域社会との関係性」が強い点に特徴がある。当地のサッパ漁業は地域に住
む人々が生産し、地域の消費需要に応える地域産業なのである。
　サッパという単…資源に対して、複数の漁業が同一地域に混在し、生産物の
加工利用は多岐にわたる点で「生産技術の多様性」を有している。ただし、漁
獲対象が…魚種に依存するため、資源の季節変動や年変動に左右されることが
多く、漁獲圧力が年々強化される状況下で「対象資源の循環性」が懸念されて
いる。
　巾着網の漁獲効率が高いため、巾着綱がムンチャールに導人された直後の
1974年に沿岸漁民との問に紛争が起こった。両者の軋礫はその後も解決に至ら
ず、1977年になって、東ジャワ州とバリ州の行政当局がバリ海峡における巾着
網漁船の総数制減に踏み切った。こうして、東ジャワ州70隻、バリ州60隻とす
る旨の同意書が作成された。行政組織を超えた一つの漁業空間が対象資源の管
理を行なう意志を示した点で、注目すべき事例である。しかし、同意された隻
数規制は守られず、多くの違法漁船がその後も操業し続けた点で、資源管理手
法に問題を残した。
3．地縁技術共有圏の類型化と場の動態
1）形成要因による類型化
　上述した9つの漁業圏から地縁技術共有圏が形成される要因は、対象資源、
海域特性、「大地の延長」、農と漁の補完関係、エスニックグループである。
これらの要因が単独で作用する場合もあり、複数要因が重なって一つの地縁技
術共有圏が形成される場合もある。
　対象資源が地縁技術共有圏の形成に強く作川・したのは、マルク海・カツオ…
本釣り漁業圏とバリ海峡・サッパ漁業複合管である。これらの地域では、篶富
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なカツオやサッパ資源が漁獲技術を決定し、加工利川方法まで規定している。
前者の』一本釣り漁業から半くん製品加’1二までの生産技術や、後者の火光を利川
した各種漁法から地域消費型の加工四月1がそれである。
　海域特性が地縁技術共有圏の形成に強く作川したのは、バガンシアピアピ周
辺域・張網類漁業圏とベンカリス島周辺域・張網類漁業圏である。張網漁業の
成立が海域特性に強く規定されるからである。しかし、前者が域外の消費市場
を「i指したのに対し、後者は近年に至るまで地域内の供給に限られ、両者の性
格は異なっていた。これは地域における農と漁の補完関係が、前者は希薄だっ
たのに比し、後者は濃厚だったからである。形成要因の結び付きによって場の
内容が変わる．一一例である。
　「大地の延長」が地縁技術共有圏の形成に作等したのは、マドゥーラ北岸一
バウェアン島・バヤン漁業圏とマドゥーラ海峡・バヤン漁業圏である。これら
は小型浮魚資源を限られた生塵手段でいかに漁獲するかを「大地の延長」で解
決した地域である。前者が浮魚回遊の大海道にあたり、後者が寄り道海道だっ
たという海域特性の違いが、両者の性格を違ったものにした。前者が漁獲と運
搬の分業という「力能の延長」を伸ばしたのに対し、後者は「大地の延長」を
さらに進めたからである。
　農と漁の補完関係が地縁技術共有圏の形成に作川したのは、南スラウェシ半
島・バガン漁業圏である。大地と海の共生圏である南スラウェシ半島の多様な
生産技術の一つとしてバガン漁業は生まれ、後背地の農村部へ水産タンパクを
供給するために発達した。
　プラブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏も、バヤン漁民の農と漁の兼業や生産物
の交換において農と漁の補完関係が濃厚である。この地域はカツオという対象
資源があり、それが網具で巻きやすい濃密群となって湾内に来遊する海域特性
が重なって地縁技術の場を構成している。
　コモド島周辺海域・バガン漁業圏を形成する主因は、南スラウェシ半島から
移動したブギス人というエスニックグループにある。技術を蓄積したブギス人
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が移動し、新たな自然環境や社会関係に適合し、新たな地域社会と緊密な関係
を築くときに地縁技術共有圏が形成される。このほかにエスニックグループが
地縁技術共有圏の形成に関与しているのは、南スラウェシ半島・バガン漁業圏
のブギス人、マドゥーラ北岸一バウェアン島・バヤン漁業圏とマドゥーラ海
峡・バヤン漁業圏のマドゥーラ人である。
　形成要因から地縁技術共有圏の類型化を行なうと次のとうりである。
　形」㌔亜大による類型ヒ　　　　　　地縁齪1琳距倦
　　対象資源型　　　　　：マルク海・カツオ…本釣り漁業圏
　　　　　　　　　　　　　バリ海峡・サッパ漁業複合圏
　　　　　　　　　　　　　プラブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏
　　海域特性型　　　　　1バガンシアピァピ周辺域・張網類漁業圏
　　　　　　　　　　　　　ベンカリス島周辺域・張網類漁業圏
　　　　　　　　　　　　　プラブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏
　　「大地の延長」型　　：マドゥーラ北岸一バウェアン島・バヤン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　マドゥーラ海峡・バヤン漁業圏
　　農と漁の補完関係型　：南スラウェシ半島・バガン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　プラブハンラ，トゥ湾・バヤン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　ベンカリス島周辺域・張網類漁業圏
　　エスニックグループ型1南スラウェシ半島・バガン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　コモド島周辺海域・バガン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　マドゥーラ北岸一バウェアン島・バヤン漁業圏
　　　　　　　　　　　　　マドゥーラ海峡・バヤン漁業圏
　これらの形成要因をみると、対象資源や海域特性は自然条件に属し、「大地
の延長」は技術に属する要因である。また、農と漁の補完関係は生産物の交
換、労働力の移動、活動主体の経営など社会経済的条件に属する。さらに、エ
スニックグループは、文化的な共通性を持ち、身体や紅織の内部に蓄積される
「力能の延長」を共有する集団を形成しやすいために、文化と技術に属する要
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因である。
　つまり、地縁技術共有圏の形成は、①自然環境、②技術環境、③社会経済環
境、3要素の複合状態により決定される。
2）変化要因による場の動態
　ある地縁技術共有圏に新たな要因が加わると、技術の蓄積や地縁技術の場に
変化が生じる。この変化を場の動態と呼ぶことにする。ここではその変化要因
を外発的要因と内発的要因に分けて検討したい。
　マドゥーラ海峡・バヤン漁業圏では紛90年以降、バヤン・ゴンドロンからバ
ヤン・ジュルンへの転換が進んだ。これは外部資本の導入という特発的要因に
よる輸出志向型漁業への変質を意味した。漬け木が不要となった結果、漁獲と
漬け木監視の分業はなくなり乗組員数は減少したから、　「大地の延長」と「力
能の延長」が低下した。漁獲対象はシラスという単一漁種となり、それまでシ
ラスを漁獲していた固定式バガンは生産性が低いため消失した。外部資本のシ
ラス加］二会社が生産物を一括で買い付けて輸出するから、地域内資金循環の悪
化をもたらした。これは、等等的要因が地縁技術の場を圧迫した事例である。
　ベンカリス島周辺域・張網類漁業圏では、政府が沿岸漁業振興政策の一環と
してゴンバンの導入を図った。この置捨的要因は漁具の天然素材から合成資材
への転換をもたらし、より沖合域に漁獲施設を設概することを可能にし、漁獲
と加工と市場への運搬という分業を生んだ。このため、「手の延長」、「大地
の延長」、「力能の延長」、それぞれの技術を進めた。ところが、漁業専業化
による生産量の増大が漁業の急速な商品生産化をもたらした結果、「生産技術
の多様性」や「地域社会との関係性」が低下し、地縁技術の場を圧迫する結果
をもたらした。
　マルク海・カツオ…本釣り漁業圏では、PIRシステムの導入という外発的要
因が深海用漬け木の設置という「大地の延長」をもたらした。それにも関わら
ず、　「生産技術の多様性」と「地域社会との関係性」を低下させ、地縁技術の
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場を圧迫した。
　プラブハンラトゥ湾・バヤン漁業圏では、過去20年間バヤン漁業の技術蓄積
に三二な変化はみられず、「生産技術の多様性」や「地域社会との関係性」に
変化はない。ところが、バヤン漁業と同じ対象資源を求める流し網漁業が、近
年「手の延長」に支えられた機動力で漁獲圧力を強め、　「対・象資源の循環性」
に負の影響を与えつつある。
　これらの事例は、外回的要因が技術の蓄積を促進しても地縁技術の場の充実
につながらない場合が多いことを物語る。また、地縁技術共有圏の内部に新た
な要素が加わらなくても、資源と漁場を共有する隣接漁業の漁獲努力が増すと
いう三二的要因が地縁技術の場を圧迫することを示している。
　次に、内発的要因が与える影響を検討したい。南スラウェシ半島における固
定式バガンから移動式バガンへの移行は、漁場の選択性を高めるための内発的
な変化だった。この変化は「大地の延長」ばかりでなく、集団労働の組織化と
いう「丁丁の延長」を進めた。それを可能にしたのは、運搬船の動力化や集魚
灯の電化という「手の延長」である。
　この過程は、労働機会の拡大から地域社会との関係性を強めたし、漁場の選
択性が広がったから対象資源の循環性に与える負の影響を軽減した。これらは
地縁技術の場を充実させる方向に作用した。
　マドゥーラ北岸一バウェアン島・バヤン漁業圏で紛20年頃始まった漁獲と運
搬の分業体制という内発的な「力能の延長」は、バヤン漁船の漁獲効率を向上
させたから、「資源の循環性」に負の影響を与えたかもしれない。その半面、
彼等の出身地であり市場に近いマドゥーラ島へ漁獲物を直接水揚げできるよう
になり、　「地域社会との関係性」を深めた。
　マドゥーラ海峡・バヤン漁業圏における、1980年代のバヤン・カブルからバ
ヤン・ゴンドロンへの移行は、漁船の動力化と天然素材から合成資材への転換
という「手の延長」を意味した。この転換は、政府が簿80年に実施した漁民向
けの融資事業がはずみをつけだ一計があるとはいえ、漁業者自らが選択した内
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発的なものである。なぜならば、生産手段の近代化は、関連産業の発展にとも
なって1980年以前から徐々に始まっていたし、政府の融資が実質的になくなっ
た四剖年以降も継続的に進展したからである。
　この時期、機動性の獲得と生産手段の大型化による生産効率の向上は、　「対
象資源の循環性」に負の影響を・与えただろう。しかし、「生産技術の多様性」
や「地域社会との関係性」に顕著な変化はなかった。
　これらの事例は、内発的な変化要因が「手の延長」をともない、「対象資源
の循環性」に負の影響を与える場合はあるものの、　「生産技術の多様性」や
「地域社会との関係性」に直接的な変化をもたらさないことを示している。
　内発的な技術の蓄積は、地縁技術の場を充実させる方向に作干することが多
いのに対し、外部資本の参入や政府による一一方的な新技術の門人など外発的要
因は、それが技術の蓄積をもたらしたとしても、地縁技術の場を充実させるこ
とにつながらない場合が多い。
4．残された課題
　本論では、地縁技術共有圏という地域単位を提示することによって、インド
ネシアにおいて漁業技術を共有する場の形成と変化の動態について、一般的特
性の把握を試みた。それは、インドネシアの海域世界に広がる多様な漁業文化
を地域から理解するための試論でもある。しかしながら、筆者の能力不足や調
査不足から、十分野語り尽くせたとはいえない。今後、当試論をさらに押し進
めるため、次のような課題が残されている。
（1）セロハン紙の重なり具合によって個々の地域が独自の色を持ち、地域の多様
　性が理解できると指摘しながら、本論では単一の漁業圏の分析に終始し、複
　数の地縁技術共有圏が重なりあった漁業文化複合まで言及できなかった。今
　後、バリ海峡・サッパ漁業複合圏について、より精密な分析を行なうことに
　よって、その一一端が解明できよう。
（2）地縁技術共有圏は多くの場合、共通の資源を対象とする複数の地域共同体を
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　包含する地域範囲である。それならば、地縁技術共有圏の活動主体は地域共
　同体連合、あるいは、それを基盤とした漁業者連合となろう。インドネシア
　における共同体のイメージは自己完結的なものというよりも、構成メンバー
　の流動性に特徴がある。今後、地縁技術共有圏の現実r｝勺な主体形成を明らか
　にするには、地域共同体の内部構造にまで踏み込んだ分析が必要である。
（3）インドネシアにおける技術の担い手は、エスニック・グループとの関与が濃
　厚である。本論では、ブギス入やマドゥーラ人について言及するにとどまつ
　た。数百のエスニック・グループからなるインドネシア社会で展開する、漁
　業文化の多様性を理解するには、より多くのエスニック・グループと漁業活
　動との関わりを追及していく必要がある。
（4＞地縁技術が地域の特性にあった適正技術であるとともに、地域の自立にとつ
　て適正性を持つ技術であれば、生産手段の所有関係についてもより深い考察
　が加えられなければならない。社会経済的な分析を通して、生産手段の所有
　関係をより直接的に指標化できる手法の開発が必要である。
（5）本論では、対象を海面漁業に限定して言及したが、河川漁業や内水面漁業、
　汽水養殖業や淡水養殖業においても技術共有圏があるはずである。農と漁の
　補完関係など、漁業と地域社会との関係性を明らかにするために不可欠な視
　点である。
（6）本論では在来漁業を基盤とした地縁技術の理解を目的としたため、主たる分
　析の対象を在来漁業に絞った。しかし、現代インドネシアの漁業生産高から
　みれば、巾着網や刺網が主流である。現代のインドネシア漁業の全体像を理
　解するには、これらの分析を避けて通ることはできない。
（7）一般的特性を求める必要性から、全ての地縁技術共有圏に同一の指標を適用
　したため、各地縁技術共有圏の特殊性が薄められ、分析が平面的になった傾
　向がある。また、各指標やその座標軸上の位置を決める事項は、本論の事例
　研究から帰納的に選択したとはいえ、完全ではない。今後、より多くの事例
　研究を通して、指標の選択や表現方法を改善していく必要がある。
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（8）インドネシアの海域世界で、歴史的に展開してきたナマコ、フカヒレ、真珠
　など国際的な水産商品を介した交易ネットワークについて、すでに優れた研
　究成果もあり本論では触れなかった。この点については、同学の研究者によ
　る益々の成果を期待したい。
注
！）薮内芳彦編『漁携文化入類学の基本的文献資料とその補説的研究』風に｛／書
　　房、　董978イr、　pp．675～7050
2）ここでいう地域共同体とは、…定の地域と結び付いて、体面的な関係の申
　　で共住する人々の集団をいう。ただし、共同体の内と外が明確に区別さ
　　れ、共同体内部では集団への連帯と忠誠という集団感情が発達する閉鎖的
　　な、これまでの共岡体イメージではない。ここでは、前田成文氏の「コ
　　ニュニケーションネットワークと共に成立し、比較的恵まれた自然条件の
　　中にある東南アジアの集団の原型は、対人主義の対の延長としての共同態
　　主義」であるという指摘（『東南アジアの組織原理』動草書房、1991年、
　　pユ36＞に、より共感を覚えるものである。
　　　同氏によれば、全体の枠組みがどうなっているかは重要でなく、1つと
　　！つの関係によってモデルが構成される。中心だけが明確で境界があいま
　　いな星雲モデルにも例えられ、構成しているメンバーシップの流動性に特
　　徴がある。
3）西村朝口太郎「インドネシアの漁携の海洋人類学的考察（1）一特に
　　ウォーレス線の社会科学的な意義と関連して一」　『アジア経済』Vol．弼，
　　No，7，アジア経済研究所、1975年、　PP，37～57。
4）矢野敬生「東部ジャワにおける漁携活動の二類型」山口昌り3、下田直春、
　　蒲生正男『歴史的文化像　西村朝日太郎博士古稀記念』新泉宅1：、コ980年、
　　PP．8ユ～コ060
5）漁ろうと漁業の定義については、前掲「インドネシアの漁携の海洋人類学
26趣
　　的考察（1）一特にウォーレス線の社会科学的な意義と関連して一」、
　　pp．38～39を参照した。
6）Har・茎1（）ny，　A・A．G，　Stat嚢s　Pe・ika撚Lemur匙・di　Bali（バリにおけるレムル漁
　　業の現状）・Pr・sidi1亙g　Scmlna・Perika互壌an　Lemu・u（レムル漁業セミナー），
　　PUsat　Penelitiai｝Pe亙1gembangan　Perlka亙1an（漁業開発研究センター），
　Jakarta，1982ザpp55～74．
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表9－1．座標軸ヒの位臣1を決定する指標別事項
A。　「力能の延長」
①個入に内在するカン、技術、技能。
②船上労働の組織化◎
③司一一漁業内の分業、協業、糸［1織化。
④複数漁業問の分業、協業、組織化。・
⑤複数生業（産業）問の分業、協業、糸ll織化。
B。　「大地の延長」
①浅海川漁獲施設の設；i’1。
②深海川漁獲施設の1没置。
③浅海川集魚施設の設置。
④深海川集魚施設の設i蹴。
⑤増養殖行為、および施設の設置Q
C．　「手の延長」
①主漁具の天然素材から合成資材への転換（主高高とは実際の漁獲に高いる漁具）。
②漁船の動力化。
③補助漁具の電・動力化（補助漁具とは漁獲効果の増大をi酌としたもの）。
④副漁具の電・動力化（副漁具とは漁具の芝川操作を田1勺としたもの）。
⑤生産手段の大型化、高速化。
D．　「生産技術の多様性」
①同一一漁業における複数の漁獲対象資源。
②同一漁獲資源を文・ナ象とする複数の漁業。
③吋一漁業経営休における複数漁業の並川。
④同一漁業経営体1こおける複数産業種（漁二二と漁業以外）の並川。
⑤漁業生産物に対する複数の加に利川ノ∫法。
E．　「地域社会との関係性」
①生計（経営）における農と漁の補完関係。
②生産物の交換における農と漁の補完関係。．
③労働力の移動における農村と漁村の裾ヒ関係。
④投下資本の地域性。
⑤地域内資金循環を活性化させる機能。
F。　「対象資源の循環性」
①漁獲努力量の増加がない。
②漁場の移動性がある。
③対象資源が複数あり、代替牲がある。
④資源減少の予兆がない。
⑤行政的・共同体的資llタll管理制度がある。
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図9－1．インドネシアにおける各種漁業の分布と地縁技術共有圏
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